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 1．大学院国際芸術創造研究科（博士後期課程）履修内規   0 
 
 本 学 の 博士 後 期 課程 は 、 大 学院 修 士 課程 の 上 に 設置 さ れ たも の で 、 芸術 と 社 会の 関
係 を 研 究 ・教 授 す るこ と に よ り、 自 ら 新し い 芸 術 文化 の あ り方 を 提 示 する 実 践 的人 材
の 養 成 を 目的 と す るも の で あ る。 
 
 学 生 は 、ア ー ト マネ ジ メ ン ト研 究 領 域、 キ ュ レ ーシ ョ ン 研究 領 域 、 リサ ー チ 研究 領
域 の い ず れか に 属 して 専 門 の 研究 を 深 める と 同 時 に、 総 合 的な 視 野 に 立っ て 豊 かな 見
識 を 養 う こと が 要 請さ れ る 。 
 

（ １ ） 教 育 内容 及 び履 修 方 法 
 

 １ ） 教 育内 容 
 博 士 後 期課 程 は 、別 表 １ 「 教育 課 程 表」 に 示 す とお り で ある 。 

 
 ２ ） 履 修方 法 ・ 履修 登 録 

 博 士 後 期課 程 の 学生 は 、 そ の年 度 の 研究 内 容 に 応じ て 、 主任 指 導 教 員
及 び 副 指 導教 員 と の協 議 の う え、 大 学 院開 設 科 目 の中 か ら 必要 な 科 目 を
履 修 す る こと 。 （ 学部 開 設 科 目、 各 セ ンタ ー 開 設 科目 は 、 単位 習 得 で き
な い 。 ） 
 な お 、 研究 内 容 によ っ て は 、個 別 の 授業 科 目 の 開設 を 要 請す る こ と が
で き る 。 決定 し た 履修 科 目 は 研究 計 画 書と と も に 、毎 年 度 所定 の 期 日 ま
で に 教 務 係へ 届 け 出る こ と 。 履修 登 録 は教 務 シ ス テム （ キ ャン パ ス プ ラ
ン ） 上 で 実施 す る 。 

 
 ３ ） 研 究計 画 

 博 士 後 期課 程 の 学生 は 、 入 学後 す み やか に 指 導 教員 と 協 議の 上 、 ３ 年
間 の 研 究 計画 及 び １年 次 の 研 究計 画 を 立案 し た う えで 、 教 務係 （ を 通 し
て 教 授 会 ）へ 報 告 し、 ２ 月 に は研 究 進 捗状 況 報 告 書を 提 出 する こ と と す
る 。 ２ 年 次以 上 の 学生 は 、 各 年度 す み やか に 「 進 捗状 況 報 告会 議 」 の 開
催 を 要 請 し、 当 年 度の 研 究 計 画を 立 案 した う え で 、教 務 係 へ報 告 し 、 年
度 末 に は 研究 進 捗 状況 報 告 書 を提 出 す るこ と と す る。 た だ し、 学 位 審 査
に 合 格 し た年 次 の 研究 進 捗 状 況報 告 書 の提 出 は 要 しな い 。 

 
（ ２ ） 修 了 の要 件 

 修 了 の 条件 は 、 東京 藝 術 大 学大 学 院 学則 １ ９ 条 によ る も のと す る 。 ただ し 、
同 学 則 １ ９条 に 定 める 修 得 単 位「 １ ０ 単位 以 上 」 とは 、 別 表１ 「 教 育 課程 表 」
に 定 め る 「以 下 の 科目 か ら 計 10 単 位 以上を 習 得 」 を指 し 、 「博 士 論 文 等」 と
は 、 ア ー トマ ネ ジ メン ト 研 究 領域 及 び キュ レ ー シ ョン 研 究 領域 に あ っ ては 「 博
士 論 文 」 又は 「 博 士論 文 及 び 研究 課 題 に関 わ る 実 践活 動 の 成果 報 告 書 」を 指
し 、 リ サ ーチ 研 究 領域 に あ っ ては 「 博 士論 文 」 を 指す 。 
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（ ３ ） 学 位 の授 与 
 博 士 後 期課 程 を 修了 し た 者 に対 し て は、 「 博 士 （学 術 ） 」の 学 位 を 授与 す
る 。 学 位 の授 与 日 は３ 月 末 ま たは ９ 月 末と す る 。 
 
 学 位 の 名 称 日 本 語名 称  博 士（ 学 術 ） 
       英 語 名称   D oc t o r  o f  P h i l o s o p h y  
 

（ ４ ） 学 位 審査 
１ ） 博 士 論文 構 想 の提 出 

 学 位 審 査を 受 け よう と す る 者は 、 本 論文 提 出 の 前年 度 に 行わ れ る 博 士
論 文 構 想 発表 会 に おい て 「 博 士論 文 構 想」 を 提 出 する こ と 。 

     
２ ） 博 士 論文 提 出 資格 審 査 判 定会 議 

 学 位 審 査を 受 け よう と す る 者は 、 本 論文 提 出 の 前年 度 ２ 月頃 （ ９ 月 修
了 の 場 合 はこ の 6 か月前 ） に 行 われ る 博 士論 文 提 出 資格 審 査 判定 会 議 に お
い て 審 査 を受 け る こと 。 そ の 際、 博 士 論文 構 想 発 表会 を 受 けて 加 筆 修 正
さ れ た 「 博士 論 文 構想 」 を 提 出す る こ と。  
 提 出 資 格審 査 の 申請 は 下 記 の表 に 基 づき 、 ６ ポ イン ト を 取得 し た 者 が
申 請 可 能 とす る 。 

 

 
 ※  ポ イ ント の 加 算に つ い て は、 審 査 教員 に よ る 審査 会 に よっ て 判 断 され る 。 
 ※  全 学 生に お い て、 論 文 発 表の 項 目 で１ ポ イ ン ト以 上 を 獲得 す る こ と。  
 ※  プ ロ ジェ ク ト を実 施 し な い者 は 、 査読 付 き 論 文の 発 表 を１ 回 以 上 含む こ と 。
    
 

  ３ ポ イ ン ト  ２ ポ イ ン ト  １ ポ イ ン ト  

国 内 外 で の  
論 文 や 研 究 発 表  

国 際 的 な 学 術 誌 で の  
査 読 付 き 論 文 の 発 表  

学 術 誌 で の  
査 読 付 き 論 文 の 発 表  

国 内 外 で の 論 文 発 表  
（ 学 会 発 表 、 小 論 文 掲
載 を 含 む ）  

実 施 し た  
プ ロ ジ ェ ク ト  

国 際 的 な 要 素 （ 海 外
か ら の ゲ ス ト 招 聘 ・
国 外 で の 実 施 等 ） を
含 ん だ  
展 覧 会 、 コ ン サ ー
ト 、 各 種 ア ー ト プ ロ
ジ ェ ク ト 、 ワ ー ク シ
ョ ッ プ 、 シ ン ポ ジ ウ
ム の 企 画 ・ 実 施  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ
グ ・ 論 考 の 作 成 を 含
む ）  

展 覧 会 、 コ ン サ ー
ト 、 各 種 ア ー ト プ ロ
ジ ェ ク ト 、 ワ ー ク シ
ョ ッ プ 、 シ ン ポ ジ ウ
ム の 企 画 立 案  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ
グ ・ 論 考 の 作 成 を 含
む ）  

予 備 的 な 位 置 付 け の 、  
展 覧 会 、 コ ン サ ー ト 、
ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 ト ー
ク 等 の 実 施 や 映 像 や 書
籍 、 雑 誌 な ど の メ デ ィ
ア 制 作  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ グ ・
論 考 の 作 成 を 含 む ）  
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３ ） 博 士 論文 予 備 審査 書 類 の 提出 
 博 士 論 文提 出 資 格審 査 判 定 の合 格 者 は、 以 下 の 期日 に 従 い、 予 備 審 査
に 必 要 な 書類 を 教 務係 に 提 出 する こ と 。な お 、 予 備審 査 申 請を す る 時 点
で 休 学 中 であ っ て も予 備 申 請 書類 の 提 出を 認 め る 。 

１ ） ３ 月 末に 学 位 取得 を 希 望 する 者 は 、当 該 年 度 の６ 月 末 とす る 。 
２ ） ９ 月 末に 学 位 取得 を 希 望 する 者 は 、前 年 度 の１ ２ 月 末 とす る 。 

 博 士 号 取得 に お いて 実 践 的 活動 を 含 む者 は 、 こ れま で の 活動 報 告 書 に
加 え て 最 終年 度 の 活動 計 画 書 を提 出 す るこ と 。 こ れら は 博 士学 位 論 文 の
内 容 に 含 めて 審 査 の対 象 と な る。 

 
４ ） 学 位 論文 等 の 提出  

 予 備 審 査に 合 格 をし た 者 は 以下 の 期 日に 従 い 、 学位 資 格 審査 申 請 書 、博 士
論 文 並 び に東 京 藝 術大 学 大 学 院研 究 科 学位 （ 課 程 博士 ） 審 査規 則 第 ４ 条第 １
項 で 規 定 する 書 類 を提 出 し な けれ ば な らな い 。 な お、 博 士 論文 は Ａ ４ 判と
し 、 縦 書 き横 書 き いず れ も 可 とす る 。 論文 執 筆 は 日本 語 ま たは 英 語 を 使用 す
る 。 博 士 論文 は 製 本し た 上 ４ 部を 提 出 する こ と 。 なお 、 提 出部 数 に つ いて
は 、 審 査 委員 が ３ 名以 上 の 場 合追 加 提 出を 要 請 す る場 合 が ある 。 

１ ） ３ 月 末に 学 位 取得 を 希 望 する 者 は 、当 該 年 度 の１ ０ 月 末と す る 。 
２ ） ９ 月 末に 学 位 取得 を 希 望 する 者 は 、当 該 年 度 の４ 月 末 とす る 。 

 
※学位論文等の提出については、期限を厳守すること。 

（原則として、期限後の論文提出は認めない。）  
 
 な お 、 博士 後 期 課程 を 中 途 退学 し た 後、 学 位 審 査を 願 い 出る 場 合 は 、論 文
博 士 に よ る学 位 の 申請 の 扱 い とな る 。 
 ア ー ト マネ ジ メ ント 研 究 領 域及 び キ ュレ ー シ ョ ン研 究 領 域の 学 生 に 関し て
は 、 博 士 論文 に 併 せて 研 究 課 題に 関 わ る実 践 活 動 （展 覧 会 、演 奏 会 、 アー ト
イ ベ ン ト 等） の 成 果報 告 書 を 博士 論 文 の内 容 に 含 めて 論 文 審査 の 対 象 とす る
こ と が で きる 。 成 果報 告 書 に は① プ ロ ジェ ク ト 概 要・ 要 旨 、② プ ロ ジ ェク ト
の 概 況 （ 含む 予 算 ／決 算 ） 、 ③参 加 者 の反 応 、 ④ 広報 （ ポ スタ ー や チ ラシ 、
メ デ ィ ア の反 応 な ど資 料 が あ れば 添 付 ）、 ⑤ プ ロ ジェ ク ト 企画 者 に よ る自 己
評 価 を 含 むも の と する 。 ま た プロ ジ ェ クト の 写 真 や映 像 な どの 資 料 も 添付 す
る こ と が でき る 。 

 
５ ） 審 査 日程 

論 文 等 の 審査 及 び 最終 試 験 の 日程 に つ いて は 、 審 査委 員 会 の定 め る と ころ に
よ る 。 

 
６ ） 審 査 

 博 士 論 文等 は 総 合的 に 審 査 され る 。 
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○ 参 考 ： 審 査ス ケ ジュ ー ル （ ３ 月修 了 の場 合 ） 
 

１
年
次  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ の 受 講  
 
博 士 特 別 科 目 Ⅰ の 受 講  
 
大 学 院 開 設 科 目 の 受 講  

 
６ 月 頃  博 士 研 究 構 想 発 表 会  

研 究 課 題 の 設 定 → 研 究 計 画 書 の 提 出  
 
２ 月 頃  研 究 進 捗 状 況 報 告 会  

 進 捗 状 況 報 告 書 の 提 出  
 

 
 
国 内 外 学 術 誌 投 稿  
国 内 外 学 会 発 表  
調 査 ／ プ ロ ジ ェ ク ト  
 
 
 
 
国 内 外 学 術 誌 投 稿  
国 内 外 学 術 誌 論 文 発 表  
国 内 外 学 会 発 表  
調 査 ／ プ ロ ジ ェ ク ト  
 
 
 
 
 
 
 
 
国 内 外 学 術 誌 論 文 発 表  
国 内 外 学 会 発 表  
 

２
年
次  

博 士 専 門 科 目 Ⅱ の 受 講  
 
博 士 特 別 科 目 Ⅱ の 受 講  
 
大 学 院 開 設 科 目 の 受 講  

 
随 時   博 士 論 文 構 想 発 表 会  

→ 博 士 論 文 構 想 の 提 出  
 
２ 月 頃  博 士 論 文 提 出 資 格 審 査 判 定 会 議  

お よ び 研 究 進 捗 状 況 報 告 会  
（ 審 査 対 象 は 対 象 と な る 提 出 論 文 に 加 え
て 、 主 査 と な る 指 導 教 員 と の 相 談 の 上 、 学
内 外 の 学 会 等 で 発 表 し た 当 該 領 域 の 学 術 論
文 及 び プ ロ ジ ェ ク ト を 含 む こ と が で き る ）  

 

３
年
次  

 

 
６ 月 頃  博 士 論 文 予 備 審 査 （ 予 備 論 文 提 出 ）  
1 0 月 末  学 位 論 文 等 の 提 出  
1 2 月 頃  博 士 論 文 最 終 審 査 会  
１ 月 頃  公 開 発 表 会  
３ 月 頃  学 位 認 定  
 

 
（ ５ ） 在 学 延⻑ の 届出  

 標 準 修 業年 限 （ ３年 ） 以 内 に学 位 取 得が で き な いこ と が 確定 し た 場 合は 、 直
近 の １ 月 末ま で に 、３ 年 間 の 研究 計 画 に係 る 「 変 更届 」 及 び今 後 の 「 研究 計
画 」 を 、 教務 係 （ を通 し て 学 位委 員 会 ）へ 提 出 す るこ と 。 また 、 中 途 退学 す る
者 及 び 在 学年 限 が 満了 と な る 者は 「 退 学届 」 を 提 出す る こ と。  

 
（ ６ ） 学 位 論文 の 閲覧  

 博 士 後 期課 程 の 学位 論 文 等 は、 附 属 図書 館 に お いて 閲 覧 する こ と が でき る 。 
 

  附  則 こ の 内規 は 、 平 成３ ０ 年 ４月 １ 日 か ら施 行 す る。   
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 別表１「教育課程表」                   」                         

 

以 下 の 科 目か ら 計 10単 位 以 上 を習 得 す る。  

科
目
区
分  

授  業  科 目 

履   修   年   次  取  得  単 位  数 備  考 

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 小 計 中 計 合 計 

 
 

 
研 究 領 域 

特 別 研 究 指導 
〜   

１ ０ 

選
択
必
修
科
目  

博 士 専 門 科目 ２  ２   ４  

８  

博 士 特 別 研究 ２  ２   ４  

 大 学 院 開 設科 目 ２   ２  ２  

 

卒  業  要 件  及 び  履  修  方  法  

 ３ 年 以 上在 学 し 、以 下 の 科 目か ら 計 10単 位 以 上 を修 得 し 、研 究 領 域 特別 研 究
指 導 を 受 けた 上 で 、論 文 の 審 査及 び 最 終試 験 に 合 格す る こ と。  
 
 な お 、 アー ト マ ネジ メ ン ト 研究 領 域 及び キ ュ レ ーシ ョ ン 研究 領 域 の 学生 に 関
し て は 、 博士 論 文 に併 せ て 研 究課 題 に 関わ る 実 践 活動 （ 展 覧会 、 演 奏 会、 ア ー
ト イ ベ ン ト等 ） の 成果 報 告 書 を提 出 し 、博 士 論 文 とと も に 論文 審 査 の 対象 と す
る こ と が でき る 。 
 
・ 選 択 必 修科 目 （ 自身 の 専 攻 分野 の 博 士専 門 科 目 ・博 士 特 別研 究 を そ れぞ れ ４

単 位 の 計 ８単 位 。 ） 
 
・ 大 学 院 開設 科 目 （２ 単 位 以 上。 東 京 芸術 大 学 大 学院 の 研 究科 で 開 設 され て い

る 科 目 の うち 、 自 研究 領 域 以 外の 科 目 で、 か つ 各 自の 研 究 課題 を 踏 ま えた 主
任 指 導 教 員の 指 導 に基 づ き 、 幅広 い 視 野や 研 究 者 とし て の 知識 ・ 技 能 を獲 得
す る た め に必 要 な 科目 を 選 択 ・履 修 す る。 ） 
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 別表２「指導教員及び担当科目表」             」  

専 攻  研  究  領  域  指  導  教  員  名  担  当  科  目  名  

    
ア  
｜  
ト  
プ  
ロ  
デ  
ュ  
｜  
ス  

ア ー ト  
マ ネ ジ メ ン ト  

教 授  熊  倉  純  子  
（ く ま く ら  す み こ ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

教 授  箕  口  一  美  
（ み の ぐ ち  か ず み ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

キ ュ レ ー シ ョ ン  

准 教 授  鷲  田  め る ろ  
（ わ し だ  め る ろ ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅰ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

教 授  住  友  文  彦  
（ す み と も  ふ み ひ こ ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅱ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

准 教 授  ⻑  島    確  
（ な が し ま  か く ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅲ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅲ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

リ サ ー チ  

教 授  毛  利  嘉  孝  
（ も う り  よ し た か ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅰ ）  

博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

准 教 授  清  水  知  子  
（ し み ず  と も こ ）  

博 士 専 門 科 目 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅱ ）  
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博 士 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  
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 2 .  授業時間                         0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 .  単位及び成績                                        0 

（ １ ）  単位 
 本 研 究 科に お け る各 授 業 科 目の 単 位 数は 、 1 単 位4 5 時 間の 学習 を 必 要 とす る 内 容を
も っ て 構 成す る こ とを 標 準 と し、 授 業 の方 法 に 応 じ、 当 該 授業 に よ る 教育 効 果 、授 業
時 間 以 外 に必 要 な 学修 を 考 慮 して 、 次 の基 準 に よ り計 算 す るも の と す る。 

 
 １ 単 位 に必 要 な 授業 時 間 数 

講        義 1 5 時 間 
演        習 1 5 時 間 
実 験 、 実 習及 び 実 技 3 0 時 間 

 
（ ２ ）  成績 

 本 研 究 科に お け る各 授 業 科 目の 成 績 は、 「 秀 」 「優 」 「 良」 「 可 」 及び 「 不 可」
の 評 価 を もっ て 表 し、 「 可 」 以上 を 合 格と し 、 「 不可 」 は 不合 格 と す る。 
 各 授 業 科目 は 、 総授 業 数 の 3分 の 2 以上出 席 し 、 その 試 験 （学 期 末 ま たは 学 年 末）
に 合 格 す るこ と に より 所 定 の 単位 が 授 与さ れ る 。 

 
− 評 価 基 準− 

秀  優  良  可  不 可 
1 0 0 〜 95 9 4 〜 8 0 7 9 〜 6 0 5 9 〜 5 0 4 9 以 下 

A s  A  B  C  D 
※  論 文 等の 学 位 審査 に お け る成 績 評 価も 同 じ 評 価を も っ て表 し 、 可 以上 を
合 格 と す る。 

 
 成 績 発 表は 前 期 及び 後 期 の 末に 行 う ので 、 教 務 シス テ ム 又は 千 住 校 地正 面 自 動ド
ア 脇 及 び 上野 校 地 学生 課 前 内 に設 置 さ れた 証 明 書 自動 発 行 機に よ り 各 自確 認 す るこ
と 。 
 修 了 者 へは 修 了 式（ 例 年 3 月2 5 日 ）の 際に 、 学 位 記に 添 え て交 付 す る 。 

時 限 時    間 
１   ９ ： ０ ０ 〜  １０ ： ３ ０ 
２  １ ０ ： ４ ０ 〜  １２ ： １ ０ 
３  １ ３ ： ０ ０ 〜  １４ ： ３ ０ 
４  １ ４ ： ４ ０ 〜  １６ ： １ ０ 
５  １ ６ ： ２ ０ 〜  １７ ： ５ ０ 
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（ ３ ）  通年 授 業 の単 位 分 割 制度 の 取 扱い に つ い て 
 （ 平 成 29 年 5 月1 1日  教 授 会決 定 ） 

（ 平 成 3 0年 9 月 26 日 教 授 会 改正 ） 
 

 年 度 途 中で 休 学 をす る と き 、下 記 の 条件 を 満 た す場 合 に 限り 、 特 例 とし て 、 通年
の 授 業 で も半 期 ず つの 単 位 （ 本来 の 単 位数 の 半 分 ）が 認 め られ る 。 

 
①  単 位 分割 が 認 めら れ る 場 合： 
 ａ ． 外 国の 正 規 の学 校 制 度 によ る 大 学・ 大 学 院 又は 、 そ れら に 相 当 する と 認 め

ら れ て い る教 育 機 関の 課 程 に 在学 す る 場合 。 
ｂ ． 育 児 ・介 護 ・ 配偶 者 同 行 （対 象 は 職員 の 休 業 等に 関 す る諸 規 則 に 準ず る も

の と す る 。） に よ る休 学 の 場 合。 
  c  ．そ の 他 、研 究科 ⻑ が 教 育上 、 有 効と 認 め た 場合 。 

②  休 学 の開 始 、 及び 復 学 の 時期 ： 
  半 期 授業 の 所 要出 席 数 を 十分 に 満 たす こ と の でき る 時 期で あ る こ と。 
③  当 該 科目 の 担 当教 員 よ り 、前 期 の 合格 相 当 の 成績 評 価 を得 ら れ る こと 。 
④  休 学 申請 書 提 出時 に 必 要 な書 類 ： 

 ａ ． 【 ① a .に 該 当す る 場 合 】受 け 入 れ機 関 等 が 発行 す る 受け 入 れ 証 明書 。 
留 学 期 間 や資 格 等 を明 記 し た もの 。 

 ｂ ． 休 学に 伴 う 通年 授 業 の 単位 分 割 申請 書 。 
⑤  復 学 申請 書 提 出時 に 必 要 な書 類 ： 

 ａ ． 【 ① a .に 該 当す る 場 合 】そ の 教 育機 関 に 在 学し て い たこ と を 証 明す る 資
料 ： 在 学 証明 書 、 成績 証 明 書 、学 生 証 、成 績 表 （ 票） 、 履 修票 （ 指 導 教員 の
受 講 サ イ ンが あ る もの ） 等 。 場合 に よ って は 授 業 納入 済 証 等で よ い 。 学位 を
取 得 し た り、 卒 業 ・修 了 の 資 格を 取 得 して い る 必 要は な い 。 

  ・ 資 料原 本 は 、教 務 係 に おい て コ ピー を 取 っ た上 、 返 却す る 。 
  ｂ ． 復学 に 伴 う通 年 授 業 の単 位 分 割申 請 書 。 
⑥  復 学 後の 注 意 事項 ： 

上 記 授 業 が修 了 要 件授 業 で あ る場 合 、 後期 で は 同 じ授 業 科 目の 半 期 分 を履 修
し な け れ ばな ら な い。 た だ し 、も し そ れが 開 設 さ れて い な い場 合 に は 、そ れ
に 相 当 す る授 業 の 半期 を 履 修 しな け れ ばな ら な い 。 

 
 ※ 申 請 は教 務 係 にて 行 う こ と 
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 4. 博物館学課程（学芸員資格） 
 

博 物 館 法 施 行 規 則 に 定 め る 科 目   本 学 に お け る 開 設 科 目  

科   目  
単
位
数  

科   目   
単
位
数  

開
設  

備   考  

必
修
科
目  

生 涯 学 習 概 論  2  生 涯 学 習 概 論  2  

大
美  

  
博 物 館 概 論  2  博 物 館 概 論  2   
博 物 館 経 営 論  2  博 物 館 経 営 論  2    
博 物 館 資 料 論  2  美 術 館 資 料 論  2   
博 物 館 資 料 保 存 論  2  博 物 館 資 料 保 存 論  2    
博 物 館 展 示 論  2  企 画 展 示 論  2    
博 物 館 教 育 論  2  博 物 館 教 育 論  2    
博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論  2  博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論  2    
博 物 館 実 習  3  美 術 館 実 習 Ａ ・ Ｂ  3  A・B い ず れ か を 修 得  

選
択
科
目  
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日 本 美 術 史 概 説  

シ  
ラ  
バ  
ス  
参  
照  

美  

合 計  8  単 位 以 上 を 修 得  

 東 洋 美 術 史 概 説  
 ⻄ 洋 美 術 史 概 説  
 ⻄ 洋 美 術 史 演 習  
 日 本 工 芸 史 概 説  
 彫 刻 概 論  
 工 芸 理 論  
 漆 工 史  
 東 洋 陶 磁 史  
文 化 史  染 織 工 芸 史  
美 術 史  デ ザ イ ン 概 説  
考 古 学  日 本 ・ 東 洋 建 築 史  
⺠ 俗 学  ⻄ 洋 建 築 史  
自 然 科 学 史  文 化 財 保 護 概 論  
物 理  現 代 芸 術 概 論  
化 学  文 化 人 類 学  

音  

生 物 学  音 響 学  
 芸 術 文 化 環 境 論  
 ⻄ 洋 音 楽 史  
 日 本 ・ 東 洋 音 楽 史  
 楽 器 学  
 ⻄ 洋 音 楽 史 概 説  
 日 本 音 楽 史 概 説  
  東 洋 音 楽 史 概 説  
  音 楽 ⺠ 族 学 概 説  
  音 楽 音 響 学  
  芸 術 情 報 概 論  芸  

 
※ 他 大 学 出 身 者 で 、 本 学 で の 学 芸 員 資 格 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 選 択 科 目  8  単 位 を 全 て
本 学 で 履 修 し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 備 考 ）  1  表 記 中 「 大 美 」 は 、 大 学 美 術 館 開 設 科 目 を 示 す 。  
      2  表 記 中 「 音 」 は 、 音 楽 学 部 開 設 科 目 を 示 す 。  
      3  表 記 中 「 美 」 は 、 美 術 学 部 開 設 科 目 を 示 す 。  
      4  表 記 中 「 芸 」 は 、 芸 術 情 報 セ ン タ ー 開 設 科 目 を 示 す 。 
 
 
○  学 芸 員資 格 に つい て 

博 物 館 や 美術 館 な どに は ， 博 物館 法 に 基づ き 資 料 の収 集 ， 調査 ， 研 究 ，保 管 ，
展 示 ， 教 育普 及 な どに 関 す る 専門 的 職 務を 行 う 者 とし て ， 学芸 員 が 置 かれ て い
る 。 

学 芸 員 と なる 資 格 を得 る た め には ， 学 士の 学 位 を 有し ， 博 物館 法 施 行 規則 に 定
め る 博 物 館学 に 関 する 単 位 を 取得 し て いな け れ ば なら な い 。 

本 学 で は ，学 芸 員 資格 取 得 の 科目 と し て上 記 の 表 のと お り に開 講 し て いる 。 学
芸 員 資 格 取得 を 目 指す 者 は ， 授業 計 画 （シ ラ バ ス ）を 熟 読 して 内 容 を よく 理 解 し
た う え で ，各 自 の 研究 分 野 で の学 修 と の両 立 を 考 慮し て ， 1年次 か ら 計 画的 に 履 修
す る こ と 。 

な お ， 近 年で は 学 芸員 職 の 採 用試 験 は 極め て 倍 率 の高 い 難 関な の で ， 学芸 員 を
目 指 す な らば ， 資 格に 加 え て ，各 自 の 専攻 分 野 に おけ る 知 識・ 技 能 ・ 経験 を 深 め
る た め の 積極 的 な 学修 が 必 要 であ る 。 

 
○  課 程 表に つ い て 

１ ． 必 修 科目 は 表 に示 し た 科 目を 全 て 履修 す る こ と。 
２ ． 美 術 館実 習 は ，他 の 必 修 ８科 目 の 単位 を 全 て 取得 し て から 受 講 す るこ と が 望

ま し い が ，美 術 館 実習 と 同 年 度中 に 全 ての 単 位 を 取得 で き る見 込 み が ある 者 は
履 修 可 能 。 

３ ． 博 物 館経 営 論 及び 美 術 館 実習 は ， 集中 講 義 で 行う 。 （ 博物 館 経 営 論は １ 年 次
で 履 修 し てお く こ とが 望 ま し い。 ） 

４ ． 選 択 科目 は ， 本学 に お け る開 設 科 目の 中 か ら ８単 位 以 上を 修 得 す るこ と 。 
５ ．博物館学課程（学芸員資格）の科目を履修しても，国際芸術創造研究科の修

了要件単位には含まれない。  
６ ． 所 定 の単 位 を 修得 し ， 学 士の 学 位 を有 す る 者 につ い て は， 学 芸 員 資格 証 明 書

を 交 付 す る。 （ 学 芸員 資 格 証 明書 は 申 請し な い と 交付 さ れ ない の で 、 注意 す る
こ と 。 （ 申請 受 付 は修 了 年 次 の1 2 月 に行う 。 手 続 方法 は 掲 示等 で 通 知 す
る 。 ） ） 

７ ． 本 学 の博 物 館 学学 芸 員 課 程は ， 美 術系 博 物 館 ・美 術 館 およ び 美 術 資料 の 取 り
扱 い に 重 点を 置 い てい る の で ，他 大 学 で履 修 し た 必修 科 目 のう ち で ， 本学 で 認 定
さ れ る 科 目は 限 ら れる （ 下 記 参照 ） 。 
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○  他 大 学等 に お いて 修 得 し た博 物 館 学課 程 （ 学 芸員 資 格 ）科 目 に つ いて 
他 大 学 で 博物 館 学 課程 科 目 の 単位 を 修 得し ， 本 研 究科 に 入 学し た も の で， 学 芸

員 資 格 の 取得 を 希 望す る 者 は ，以 下 の 科目 の み ， 修得 済 み の単 位 を 申 告す る こ と
が で き る 。 

 
・申告できる科目（博物館学学芸員課程の一覧表を参照） 

生涯学習概論，博物館概論，博物館経営論，博物館情報・メディア論， 
博物館教育論 
 

（ こ の 場 合， 認 定 とい う 形 は とら な い が， 履 修 登 録時 ま た は学 芸 員 資 格証 書 の 授
与 申 請 時 に出 身 大 学で 単 位 取 得の 証 明 を受 け ら れ るこ と が 確認 で き れ ば， 本 学 で
再 履 修 の 必要 は な い。 な お 課 程表 下 の 注釈 に あ る よう に 、他大学出身者で、本学
の学芸員資格取得を希望する者は、選択科目８単位を全て本学で履修しなければ
ならない。） 
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 5 .  学生生活                                           0  

（ １ ） 学 内在 留 時 間 
１ ） 通 常 時： 平 日 、土 ・ 日 曜 日、 祝 祭 日を 問 わ ず 、7 ： 3 0〜 21 ： 0 0 
２ ） 休 業 期間 

① 夏 季 ○ 平 日 ・ 土曜 日 ：  7： 3 0 〜 20 ： 0 0 
  ○ 日 曜 日 ・祝 日 、 夏季 休 日 （ 学⻑ が 指 定す る ８ 月 中の ９ 日 間休 日 ） 

： 登 校 禁 止 
② 冬 季 （ 12 月 2 9日 〜1 月 3 日 ）： 登 校 禁止 
③ 春 季 ： 平日 、 土 ・日 曜 日 、 祝祭 日 を 問わ ず 、 7 ：3 0 〜 20 ： 00  

 下 校 時 間を 厳 守 する こ と 。 また 、 入 学試 験 実 施 その 他 に よる 登 校 禁 止等 に つ いて
は 、 そ の 都度 、 掲 示に よ り 連 絡す る 。 
 千 住 校 地に お い ては 、 入 構 は上 記 在 留時 間 の 終 了の 3 0 分前ま で と な って い る 。入
構 可 能 時 間内 で 正 面自 動 扉 が 施錠 さ れ てい る 時 に 入構 す る 場合 は 、 自 動扉 脇 の 通用
口 を 、 学 生証 を 用 いて 解 除 し て入 る こ と。  
 ま た 上 野校 地 に おい て 、 上 記在 留 時 間内 で 教 員 室が 閉 ま って い る 時 に院 生 室 を使
用 す る 場 合は 、 守 衛所 で 学 生 証と 引 き 換え に 院 生 室の 鍵 を 借り る こ と 。 
 な お 他 の学 部 ・ 研究 科 の 施 設や 附 属 図書 館 、 各 セン タ ー 等を 利 用 す る場 合 に は、
そ れ ぞ れ の定 め る とこ ろ に 従 うこ と 。 
 

（ ２ ） 事 務セ ン タ ー 
 各 種 事 務手 続 は 、特 別 の 指 定の あ る もの を 除 き 、下 記 の 場所 で 、 平 日（ 月 〜 ⾦
曜 日 ） の 所定 の 時 間内 に 行 う こと 。 
 千 住 校 地 ： 千 住 校 地 事務 セ ン ター     （ 千 住 校地 １ 階 ） 
 上 野 校 地 ： 国 際 芸 術 創造 研 究 科教 員 室 内  （ 国 際 交流 棟 ５ 階 ） 
 

（ ３ ） 連 絡・ 伝 達 事項  
 教 員 室 、あ る い は授 業 時 に 教員 か ら 指示 さ れ る 事項 を 除 き、 大 学 か ら学 生 へ の連
絡 ・ 伝 達 事項 は 、 特別 の 事 情 によ る も の以 外 、 す べて 掲 示 によ り 行 う 。 

○  構 内 放送 
火 事 等 の 災害 時 に おけ る 緊 急 を要 す る 場合 及 び 多 数の 学 生 に知 ら せ る 必要 の あ
る 場 合 は 、構 内 放 送で 連 絡 す る。 

○  電 話 での 問 い 合わ せ 
・ 学 外 者 から の 電 話の 取 り 次 ぎは 、 緊 急を 要 す る 場合 以 外 、一 切 行 わ ない 。 
・ 学 外 者 から の 学 生の 住 所 ・ 電話 番 号 等の 問 い 合 わせ に は 、一 切 応 じ ない 。 
 

（ ４ ） 授 業料 の 納 入 
・ 納 入 方 法は 原 則 とし て 口 座 振替 （ 自 動引 落 ） と なっ て い るの で 、 振 替日 前 ま で

に 必 要 ⾦ 額を 入 ⾦ して お く こ と。 
・ 振 替 日 は、 前 期 分5月 2 7 日 、後 期 分 11 月2 7 日 （ 土日 祝 日 にあた る 場 合 は、 翌 営

業 日 ） で ある 。 
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（ ５ ）  学生 証 
・ 本 学 学 生と し て 常に 携 帯 す るこ と 。 
・ 有 効 期 限は 2 年 間であ る 。 留 年等 で 更 新手 続 が 必 要な 場 合 は所 定 の 手 続を 取 る こ

と 。 
・ 改 姓 、 住所 変 更 等、 記 載 事 項に 変 更 が生 じ た 場 合は 、 必 ず届 け 出 る こと 。 手 続に

つ い て は 、（ ７ ） 各種 手 続 を 参照 の こ と。  
・ 本 学 学 生の 身 分 を離 れ た 時 は、 す み やか に 学 生 証を 返 還 する こ と 。 
・ 学 生 証 の違 法 使 用（ 他 人 へ の譲 渡 、 記載 事 項 の 無断 変 更 記入 等 ） が あっ た 場 合

は 、 大 学 とし て 厳 しく 処 分 す る。 
・ 学 生 証 を紛 失 し た場 合 は 、 学生 課 学 務係 へ 再 交 付を 願 い 出た 上 、 所 定の 手 数 料を

戦 略 企 画 課で 納 付 する こ と 。 （学 生 課 、戦 略 企 画 課は い ず れも 上 野 校 地事 務 局 に
あ る 。 ） 

 
○ 通 学 定 期券 

・ 学 生 証 、通 学 定 期券 発 行 控 及び 各 駅 にあ る 申 込 用紙 を 駅 の窓 口 に 提 出し 、 購 入す
る 。 

・ 住 所 変 更に 伴 い 、通 学 経 路 の変 更 を した い 場 合 は、 通 学 区間 変 更 の 手続 を 事 務セ
ン タ ー で 行う こ と 。 

 
（ ６ ）  証明 書 等 

 次 の 証 明書 等 に つい て は 、 証明 書 自 動発 行 機 で 発行 す る こと 。 証 明 書自 動 発 行機
は 、 上 野 校地 で は 学生 課 内 に 、千 住 校 地で は 入 口 自動 ド ア 脇に 設 置 さ れて い る 。稼
働 時 間 と 発行 で き る証 明 書 の 種類 に つ いて は 、 ウ ェブ サ イ トを 確 認 す るこ と 。 

 
○ 学 割 証 （学 校 学 生生 徒 旅 客 運賃 割 引 証）  

・ 学 割 は 証明 書 自 動発 行 機 で 発行 で き る。   
・ 学 割 は 、修 学 上 の経 済 的 負 担を 軽 減 し、 学 校 教 育の 振 興 に寄 与 す る こと を 目 的と

し て 実 施 され て い る制 度 で あ り、 学 生 個人 の 自 由 な権 利 と して 利 用 す るこ と を 前
提 と し て いる も の では な い こ とを 念 頭 に置 く こ と 。 

・ 1 人 に つき 年 間 10 枚ま で 使 用 でき 、 発 行日 よ り 3 ヶ月 間 有 効であ る 。 た だし 、 1 月
1 日 以 降 に発 行 し たもの は 3 月 31 日 を 有効 期限 と す る 。 

・ 学 割 を 利用 す る とき は 、 常 に学 生 証 を携 帯 す る こと 。 
・ 学 割 の 不正 使 用 は、 本 人 に 対す る 罰 則だ け で な く、 全 学 生へ の 使 用 禁止 と な るこ

と も あ る ので 、 絶 対に 行 わ な いこ と 。 
 

 証 明 書 自動 発 行 機で 発 行 で きな い 各 種証 明 書 の 発行 は 、 「証 明 書 発 行申 請 書 」に
必 要 事 項 を記 入 し 、事 務 セ ン ター へ 申 し込 む こ と 。和 文 証 明書 の 場 合 は発 行 ま でに
3 日 間 程 度、 英 文 証明書 の 場 合 は約 1 週 間を要 す る 。 相談 が 必 要な 証 明 書 につ い て
は 、 事 務 セン タ ー に問 い 合 わ せる こ と 。 
 学 生 の 個々 の 理 由（ 手 続 の 遅れ 、 差 し迫 っ た 必 要度 等 ） に応 じ て 証 明書 を 発 行す
る こ と は でき な い ので 、 必 要 な手 続 は 早め に 行 い 、提 出 期 限を 守 る よ うに 、 各 自が
心 が け る こと 。 
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（ ７ ）  各種 手 続 
 ○  以 下の 変 更 手続 は C a m p u s P l a nで案 内 し て いる ウ ェ ブフ ォ ー ム から 行 う こと 。 

学 生 本 人 

氏 名 
住 所 
電 話 番 号 （自 宅 ・ 携帯 ） 
メ ー ル ア ドレ ス 

保 証 人 

氏 名 
住 所 
電 話 番 号 （自 宅 ・ 携帯 ） 
メ ー ル ア ドレ ス 
勤 務 先 名 称 
勤 務 先 電 話番 号 

 
○  そ の 他の 手 続 

下 表 に 示 した 各 種 手続 は 、 事 務セ ン タ ーで 行 う こ と。 病 気 ・怪 我 等 で 来学 で き な
い 場 合 を 除き 、 原 則と し て 学 生本 人 が 行う こ と 。 （身 分 異 動に 関 係 す る手 続 は 、
必 ず 学 生 本人 が 行 うこ と 。 ） 

休 学 申 請 書 病 気 ・ ケ ガ等 の 場 合は 診 断 書 を添 付 す る。  
＜ 大 学 院 学則 3 2 、3 3、 3 4 条 ＞参 照 

復 学 申 請 書 病 気 ・ ケ ガ等 の 理 由で 休 学 し てい た 場 合は 、 修 学 が可 能 で ある 旨 
を 証 明 し た診 断 書 を添 付 す る 。＜ 大 学 院学 則 第 3 5条 ＞ 参 照 

退 学 申 請 書 受 理 さ れ た後 、 学 生証 を 返 還 する 。 ＜ 大学 院 学 則 第3 7 条 ＞参照  
旧 姓 使 用 申出 ⼾ 籍 抄 本 等を 添 え て申 出 る 。 

 
（ ８ ） そ の他 

○  現 ⾦ 等の 貴 重 品は 、 各 自 が責 任 を もっ て 管 理 し、 盗 難 防止 に 務 め るこ と 。 特に
学 生 証 や キャ ッ シ ュカ ー ド は 悪用 さ れ る恐 れ が あ るの で 、 十分 注 意 す るこ と 。 

○  教 室 等に 許 可 なく 私 物 を 置か な い こと 。 許 可 なく 置 か れた も の に つい て は 、紛
失 等 が あ って も 、 大学 で は 、 一切 責 任 を負 わ な い ので 注 意 する こ と 。 

○  学 内 にお い て は、 火 気 の 無断 使 用 を厳 禁 と す る。 ま た 、本 学 に お いて は 敷 地内
全 面 禁 煙 とす る 。 なお 本 学 の 敷地 外 （ 周辺 道 路 等 ）に お い ても 、 周 辺 の迷 惑 と
な る 喫 煙 を行 わ な いよ う 受 動 喫煙 防 止 に配 慮 す る こと 。 

○  本 学 の駐 車 ス ペー ス は 極 めて 限 ら れて い る の で、 学 内 への 車 両 の 乗り 入 れ は原
則 と し て 禁止 と す る。 荷 物 の 搬送 等 、 やむ を 得 な い状 況 に より 車 両 乗 り入 れ の
必 要 が あ る場 合 は 、事 前 に 許 可を 得 る こと 。 

○  キ ャ ッチ 商 法 、マ ル チ ま がい 商 法 等の い わ ゆ る悪 徳 商 法、 イ ン チ キ商 法 に は十
分 注 意 す るこ と 。 電話 や 街 頭 での 巧 み な勧 誘 等 に のる こ と なく 、 断 る とき は き
っ ぱ り と 断る こ と 。ま た 、 安 易に 署 名 ・捺 印 等 を しな い こ と。  

○  度 を 越し た 飲 酒は 厳 に 慎 むこ と 。 
○  大 麻 ・マ リ フ ァナ 等 の 薬 物に は 、 絶対 に 手 を 出さ な い こと 。 
○  そ の 他、 学 生 課発 行 の 「 学生 便 覧 」に よ く 目 を通 す こ と。  
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 6. 規則                                           0   
 
（１） 東京藝術大学大学院学則（抄） 

 
制  定 昭和52年４月28日 
最近改正 令和3年7月15日 

    第 １章   総 則 
    第１ 節   目的 
 （ 目 的 ） 

第 １ 条  東京 藝 術 大学 大 学 院 （以 下 「 大学 院 」 と いう 。 )は 、芸 術 及 び その 理 論 を教 授
研 究 し 、 その 深 奥 をき わ め て 、文 化 の 進展 に 寄 与 する こ と を目 的 と す る。 

   （ 点 検・ 評 価 ） 
第 ２ 条  大学 院 は 、そ の 教 育 研究 水 準 の向 上 を 図 ると と も に、 前 条 の 目的 及 び 社会 的

使 命 を 達 成す る た め、 教 育 及 び研 究 、 組織 及 び 運 営並 び に 施設 及 び 設 備（ 以 下 「教 育
研 究 等 」 とい う 。) の状 況 に つ いて 自 ら 点検 ・ 評 価 を行 い 、 その 結 果 を 公表 す る もの
と す る 。 

２  大 学 院は 、 前 項の 点 検 ・ 評価 に 加 え、 教 育 研 究等 の 総 合的 な 状 況 につ い て 、定 期
的 に 文 部 科学 大 臣 の認 証 を 受 けた 者 に よる 評 価 を 受け る も のと す る 。 

３  第 １ 項の 点 検 ・評 価 に つ いて は 、 本学 の 職 員 以外 の 者 によ る 検 証 を行 う も のと す
る 。 

４  前 ３ 項の 点 検 ・評 価 に 関 し必 要 な 事項 に つ い ては 、 別 に定 め る 。 
 
    第２ 節   研究及 び 教 育 組織 
 （ 大 学 院の 課 程 ） 
第 ３ 条   大学 院 に おける 課 程 は 、博 士 課 程と す る 。 
２  前 項 の博 士 課 程は 、 前 期 ２年 の 課 程及 び 後 期 ３年 の 課 程に 区 分 し 、前 期 ２ 年の 課

程 は 、 こ れを 修 士 課程 と し て 取り 扱 う もの と す る 。 
３  前 項 の前 期 ２ 年の 課 程 は 「修 士 課 程」 と い い 、後 期 ３ 年の 課 程 は 「博 士 後 期課

程 」 と い う。 
４  修 士 課程 は 、 広い 視 野 に 立っ て 芸 術に つ い て の精 深 な 学識 と 技 術 を授 け 、 芸術 の

各 分 野 に おけ る 創 造、 表 現 、 研究 能 力 又は 芸 術 に 関す る 職 業等 に 必 要 な高 度 の 能力 を
養 う こ と を目 的 と する 。 

５  博 士 後期 課 程 は、 芸 術 に 関す る 高 度な 創 造 、 表現 の 技 術と 理 論 を 教授 研 究 し、 芸
術 文 化 に 関す る 幅 広い 識 見 を 有し 、 自 立し て 創 作 、研 究 活 動を 行 う に 必要 な 高 度の 能
力 を 備 え た研 究 者 を養 成 す る こと を 目 的と す る 。 

 （ 研 究 科及 び 専 攻）  
第 ４ 条   大学 院 に 、次の 研 究 科 を置 く 。 
（ ４ ） 国 際芸 術 創 造研 究 科 
２  前 項 の研 究 科 に置 く 専 攻 は、 次 の 表の と お り とす る 。   

 研   究   科   名 
修   士   課   程  博 士 後 期 課程 

専    攻   名 専    攻   名 
国 際 芸 術 創造 研 究 科  ア ー ト プロ デ ュ ース 専 攻  ア ー ト プ ロデ ュ ー ス専 攻 
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３  研 究 科に 関 し 必要 な 事 項 は、 別 に 定め る 。 
 
    第３ 節   教員組 織 
  （ 教 員 組織 ） 
第 ５ 条   研究 科 に 、研究 科 ⻑ を 置く 。 
２  研 究 科⻑ は 、 当該 学 部 の 学部 ⻑ を もっ て 充 て る。 た だ し、 映 像 研 究科 ⻑ 及 び国 際

芸 術 創 造 研究 科 ⻑ は、 当 該 研 究科 の 専 任教 授 の う ちか ら 、 別に 定 め る 基準 に よ り選 考
す る 。 

３  研 究 科の 授 業 及び 修 士 論 文（ 専 攻 によ り 研 究 作品 、 研 究演 奏 又 は 特定 課 題 研究 報
告 書 を 加 え、 又 は 修士 論 文 に 代え て 研 究作 品 若 し くは 、 研 究演 奏 若 し くは 特 定 課題 研
究 報 告 書 とす る 。 以下 「 修 士 論文 等 」 とい う 。 ) 又は 博 士論 文（ 研 究 領 域に よ り 研究
作 品 又 は 研究 演 奏 を加 え る 。 以下 「 博 士論 文  等 」 とい う 。) の作 成 等 に 対す る 指 導
（ 以 下 「 研究 指 導 」と い う 。 )を 担 当す る教 員 は 、 大学 院 に おい て 授 業 又は 研 究 指導
を 担 当 す る資 格 を 有す る 当 該 学部 の 教 授、 准 教 授 及び 講 師 又は 客 員 教 授と す る 。 

 
    第４ 節   入学定 員 及 び 収容 定 員 
 （ 入 学 定員 及 び 収容 定 員 ） 
第 ６ 条   研究 科 の 専攻別 入 学 定 員及 び 収 容定 員 は 、 次の 表 の とお り と す る。 

研 究 科 名 
修   士   課   程  博 士 後 期 課程 

専  攻  名 入 学 
定 員 

収 容 
定 員 専  攻  名 入 学 

定 員 
収 容 
定 員 

国 際 芸 術 
創 造 研 究 科 

ア ー ト プ ロデ ュ ー ス専 攻 1 0  2 0   ア ー ト プ ロデ ュ ー ス専 攻 5  1 5  
計  1 0  2 0   5  1 5  

 
    第５ 節   研究科 委 員 会 
 （ 研 究 科委 員 会 ） 
第 ７ 条   美術 研 究 科及び 音 楽 研 究科 に 、 当該 研 究 科 の重 要 事 項を 審 議 す るた め 、 研究 科

委 員 会 を 置く 。 
２  研 究 科委 員 会 に関 し 必 要 な事 項 は 、別 に 定 め る。 
 
    第６ 節   学年、 学 期 及 び休 業 日 
 （ 学 年 ） 
第 ８ 条   学年 は 、 ４月１ 日 に 始 まり 、 翌 年３ 月 3 1 日に 終 る 。 
 （ 学 期 ） 
第 ９ 条   学期 は 、 次の２ 学 期 に 分け る 。 
（ １ ） 前 学期  ４ 月１ 日 か ら ９月 3 0 日まで  
（ ２ ） 後 学期  1 0月１ 日 か ら 翌年 ３ 月 31日 ま で 
 （ 休 業 日） 
第 １ ０ 条  休 業 日 （授 業 を 行 わな い 日 ）は 、 次 の とお り と する 。 
（ １ ） 日 曜日 及 び 土曜 日 
（ ２ ） 国 ⺠の 祝 日 に関 す る 法 律（ 昭 和 23年 法 律 第 17 8 号 ）に 定め る 日 
（ ３ ） 開 校記 念 日  10 月 ４ 日 
（ ４ ） 春 季、 夏 季 及び 冬 季 休 業日 
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２  前 項 第４ 号 の 休業 日 は 、 別に 定 め る。  
３  学 ⻑ は、 必 要 があ る と 認 める と き は、 第 １ 項 の休 業 日 を変 更 し 、 又は 臨 時 の休 業

日 を 定 め るこ と が でき る 。 
 【 （ 注 ）休 業 日 は毎 年 度 変 更さ れ る ので 、 当 該 年度 の 学 事暦 で 確 認 する こ と 。】  
 
   第 ２章   研 究科通 則 
    第１ 節   標準修 業 年 限 及び 在 学 年限  
 （ 標 準 修業 年 限 ） 
第 １ １ 条   修 士 課 程の標 準 修 業 年限 は 、 ２年 と す る 。 
２  博 士 後期 課 程 の標 準 修 業 年限 は 、 ３年 と す る 。 
 （ 在 学 年限 ） 
第 １ ２ 条   学 生 は 、修士 課 程 に あっ て は ３年 、 博 士 後期 課 程 にあ っ て は ５年 を 超 えて 在

学 す る こ とは で き ない 。 
 
    第２ 節   教育方 法 等 
 （ 教 育 方法 ） 
第 １ ３ 条   研 究 科 の教育 は 、 授 業科 目 の 授業 及 び 研 究指 導 に よっ て 行 う 。 
２  学 生 は、 い ず れか の 研 究 室に 属 し 、指 導 教 員 及び そ の 他の 教 員 の 研究 指 導 を受 け る

も の と す る。 
 （ 履 修 方法 等 ） 
第 １ ４ 条   研 究 科 におけ る 授 業 科目 の 内 容及 び そ の 単位 数 、 研究 指 導 の 内容 並 び にそ れ

ら の 履 修 方法 は 、 当該 研 究 科 委員 会 の 意見 を 参 考 とし て 、 学⻑ が 別 に 定め る 。 
２  研 究 科に お け る単 位 の 計 算方 法 、 授業 日 数 及 び授 業 期 間に つ い て は、 東 京 藝術 大

学 学 則 （ 以下 「 本 学学 則 」 と いう 。 )の 第8 0 条 か ら第 8 3 条ま での 規 定 を 準用 す る 。た
だ し 、 本 学学 則 別 表（ 第 8 0 条関 係 ） につい て は 、 次の 表 に 読み 替 え る もの と す る。  

 

  講 義 演 習 実 験 、 実 習
及 び 実 技 

一 の 授 業 科目 に つ いて 、 講 義 、演 習 、 実験 、 実 習 及び
実 技 の う ち二 以 上 の併 用 に よ り行 う 場 合 

国 際 
芸 術 
創 造 

研 究 科 

1 5  1 5  3 0  

２ つ の 授 業の 方 法 を組 み 合 わ せて 行 う 授業 科 目 の 場合
は 、 そ れ ぞれ の 授 業時 間 数 をx 、 y とす ると 、 a x + b y( a :
１ 単 位 の 授業 科 目 を構 成 す る 内容 の 学 修に 必 要 と され
る 時 間 数 の標 準 で ある 4 5 時 間を 該 当 する左 記 の 時 間数
で 除 し て 得た 数 値 、 b: 同 じ く4 5 時 間を 該 当す る 左 記 の
時 間 数 で 除し て 得 た数 値 ) が 45 と な るよ うに x 及 びy の
時 間 を 定 める 。 ３ つ以 上 の 授 業の 方 法 を組 み 合 わ せて
行 う 授 業 科目 の 場 合も 、 授 業 の方 法 の 数値 を 増 や し同
様 に 時 間 を定 め る 。 

  
 （ 他 の 大学 院 に おけ る 授 業 科目 の 履 修）  
第 １ ５ 条   各 研 究 科が教 育 上 有 益と 認 め ると き は 、 別に 定 め ると こ ろ に より 、 学 生に 他

の 大 学 院 の授 業 科 目を 履 修 さ せる こ と がで き る 。 
２  前 項 の規 定 に より 履 修 し た授 業 科 目に つ い て 修得 し た 単位 は 、 修 士課 程 及 び博 士 後

期 課 程 を 通し て 1 5単位 を 超 え ない 範 囲 で本 学 大 学 院に お け る授 業 科 目 の履 修 に より 修
得 し た も のと み な すこ と が で きる 。 
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３  前 ２ 項の 規 定 に関 し 必 要 な事 項 は 、各 研 究 科 にお い て 別に 定 め る 。 
 （ 研 究 指導 委 託 ） 
第 １ ６ 条   各 研 究 科が教 育 上 有 益と 認 め ると き は 、 別に 定 め ると こ ろ に より 、 学 生に 他

の 大 学 院 又は 研 究 所等 に お い て必 要 な 研究 指 導 を 受け さ せ るこ と が で きる 。 た だし 、
修 士 課 程 の学 生 に あっ て は 、 当該 研 究 指導 を 受 け させ る 期 間は 、 １ 年 を超 え な いも の
と す る 。 
２  前 項 の規 定 に 関し 必 要 な 事項 は 、 各研 究 科 に おい て 別 に定 め る 。 
第 １ ７ 条   【 略 】 
 

     第３ 節   課程の 修 了 
 （ 修 士 課程 の 修 了要 件 ） 
第 １ ８ 条  【 略 】 

（ 博 士 後 期課 程 の 修了 要 件 ） 
第 １ ９ 条  博士 後 期 課程 の 修 了 要件 は 、 修士 課 程 を 修了 後 、 博士 後 期 課 程に ３ 年 以上 在

学 し 、 1 0単 位 以 上を修 得 し 、 かつ 、 必 要な 研 究 指 導を 受 け た上 、 博 士 論文 等 の 審査 及
び 試 験 に 合格 す る こと と す る 。た だ し 、在 学 期 間 に関 し て は、 極 め て 優れ た 研 究業 績
を 上 げ た と研 究 科 委員 会 が 認 めた 者 に つい て は 、 １年 以 上 在学 す れ ば 足り る も のと す
る 。 

２  前 条 た だし 書 き の規 定 に よ る在 学 期 間で 修 士 課 程を 修 了 した 者 の 当 該博 士 後 期課 程
の 修 了 要 件は 、 修 士課 程 に お ける 在 学 期間 に ３ 年 を加 え た 期間 以 上 在 学し 、 1 0単位 以
上 を 修 得 し、 か つ 、必 要 な 研 究指 導 を 受け た 上 、 博士 論 文 等の 審 査 及 び試 験 に 合格 す
る こ と と する 。 た だし 、 在 学 期間 に 関 して は 、 極 めて 優 れ た研 究 業 績 を上 げ た と研 究
科 委 員 会 が認 め た 者に つ い て は、 修 士 課程 に お け る在 学 期 間を 含 め ３ 年以 上 在 学す れ
ば 足 り る もの と す る。  

３  学 校 教 育法 施 行 規則 （ 昭 和 22 年 文 部省令 第 1 1 号） 第 1 56 条の 規 定 に より 、 大 学院 へ
の 入 学 資 格が あ る もの と し て 、博 士 後 期課 程 に 入 学し た 者 の修 了 要 件 は、 大 学 院に ３
年 以 上 在 学し 、 1 0単位 以 上 を 修得 し 、 かつ 、 必 要 な研 究 指 導を 受 け た 上、 博 士 論文 等
の 審 査 及 び試 験 に 合格 す る こ とと す る 。た だ し 、 在学 期 間 に関 し て は 、極 め て 優れ た
研 究 業 績 を上 げ た と研 究 科 委 員会 が 認 めた 者 に つ いて は 、 １年 以 上 在 学す れ ば 足り る
も の と す る。 

 （ 単 位 の認 定 ） 
第 ２ ０ 条   授 業 科 目を履 修 し た 者に 対 し ては 、 試 験 の上 、 そ の合 格 者 に 所定 の 単 位を 与

え る 。 
 （ 論 文 等審 査 の 際の 試 験 ） 
第 ２ １ 条   論 文 等 審査の 際 の 試 験は 、 所 定の 単 位 を 修得 し 、 かつ 、 修 士 論文 等 又 は博 士

論 文 等 の 審査 に 合 格し た 者 に つい て 行 う。  
 （ 課 程 の修 了 認 定）  
第 ２ ２ 条   修 士 課 程又は 博 士 後 期課 程 の 修了 は 、 当 該研 究 科 委員 会 の 意 見を 参 考 とし

て 、 学 ⻑ が認 定 す る。  
 
     第４ 節   学位 
 （ 学 位 の授 与 ） 
第 ２ ３ 条   研 究 科 におい て 修 士 課程 を 修 了し た 者 に は修 士 の 学位 を 、 博 士後 期 課 程を 修

了 し た 者 には 博 士 の学 位 を そ れぞ れ 授 与す る 。 
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２  本 学 の博 士 の 学位 は 、 本 学大 学 院 の博 士 後 期 課程 を 修 了し な い 者 であ っ て も本 学 学
位 規 則 の 定め る と ころ に よ り 、博 士 論 文（ 研 究 領 域に よ り 、研 究 作 品 又は 研 究 演奏 を
加 え る ｡ )を 提 出 し、そ の 審 査 及び 試 験 に合 格 し 、 かつ 、 本 学大 学 院 の 博士 後 期 課程 を
修 了 し た 者と 同 等 以上 の 学 力 を有 す る こと を 確 認 され た 者 に授 与 す る こと が で きる 。 

３  学 位 に関 し 必 要な 事 項 は 、別 に 定 める 。 
 
    第５ 節   入学、 休 学 、 復学 、 転 学、 退 学 、 留学 及 び 除籍  
 （ 入 学 の時 期 ） 
第 ２ ４ 条  入 学 （ 編 入 学 及 び 再 入 学 を 含 む 。 ) の 時 期 は 、 学 年 の 始 め と す る 。 た だ し 、

学 年 の 途 中に お い ても 、 学 期 の区 分 に 従い 、 学 生 を入 学 さ せる こ と が でき る 。 
第 ２ ５ 条 〜第 ３ １ 条 【 略 】 
 （ 休 学 ） 
第 ３ ２ 条   病 気 そ の他の 理 由 に より 引 き 続き ２ ヶ 月 以上 修 学 する こ と が でき な い とき

は 、 医 師 の診 断 書 又は 理 由 書 を添 え て 休学 願 を 提 出し 、 学 ⻑の 許 可 を 得て 休 学 する こ
と が で き る。 

第 ３ ３ 条   病 気 そ の 他 の 理 由 に よ り 修 学 す る こ と が 不 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 者 に 対 し
て は 、 研 究科 委 員 会の 意 見 を 参考 と し て、 学 ⻑ が 休学 を 命 ずる こ と が でき る 。 

 （ 休 学 期間 ） 
第 ３ ４ 条   休 学 期 間は、 修 士 課 程及 び 博 士後 期 課 程 にお い て 、そ れ ぞ れ １年 以 内 とす

る 。 
２  特 別 な理 由 が ある と き は 、休 学 願 を提 出 し 、 学⻑ の 許 可を 得 て 更 に１ 年 に 限り 休 学

期 間 を 延 ⻑す る こ とが で き る 。た だ し 、そ れ ぞ れ 通算 し て ２年 を 超 え るこ と が でき な
い 。 

３  休 学 期間 は 、 第12 条 に 規 定す る 在 学年数 に 算 入 しな い 。 
 （ 復 学 ） 
第 ３ ５ 条   休 学 期 間中に そ の 理 由が 消 滅 した と き は 、医 師 の 診断 書 又 は 理由 書 を 添え て

復 学 願 を 提出 し 、 学⻑ の 許 可 を得 て 復 学す る こ と がで き る 。 
 （ 転 学 ） 
第 ３ ６ 条   他 の 大 学院に 転 学 を 希望 す る 者は 、 そ の 理由 書 を 添え て 退 学 願を 提 出 し、 学

⻑ の 許 可 を得 て 転 学す る こ と がで き る 。 
 （ 退 学 ） 
第 ３ ７ 条   退 学 を 希望す る 者 は 、そ の 理 由書 を 添 え て退 学 願 を提 出 し 、 学⻑ の 許 可を 得

て 退 学 す るこ と が でき る 。 
 （ 留 学 ） 
第 ３ ８ 条   留 学 を 希望す る 者 は 、そ の 理 由書 を 添 え て、 留 学 願を 提 出 し 、学 ⻑ の 許可 を

得 て 留 学 する こ と でき る 。 
２  留 学 した 期 間 は在 学 年 数 に加 え 、 第15 条 第 ２ 項及 び 第 16 条第 １ 項 の 規定 を 準 用す

る 。 た だ し、 休 学 して 外 国 で 学修 す る 場合 を 除 く もの と す る。  
 （ 除 籍 ） 
第 ３ ９ 条  次 に 掲 げる 各 号 の 一に 該 当 する 者 は 、 当該 研 究 科委 員 会 の 意見 を 参 考と し

て 、 学 ⻑ が除 籍 す る。  
 ( １ )  在 学 年 限を 超 えた 者 
 ( ２ )  ２ 年 の 休学 期 間を 超 え て 、な お 復 学す る こ と がで き な い者  
 ( ３ )  授 業 料 を滞 納 し、 督 促 を 受け て も なお 納 入 し ない 者 
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 ( ４ )  入 学 料 の免 除 又は 徴 収 猶 予を 申 請 し、 免 除 若 しく は 徴 収猶 予 の 不 許可 又 は 一部 免
除 若 し く は徴 収 猶 予の 許 可 の 告知 を 受 け、 所 定 の 期日 ま で に入 学 料 を 納付 し な い者  

 ( ５ )  行 方 不 明の 者 
第 ４ ０ 条 〜第 ４ ２ 条 【 略 】 
  
  第 ４ 章   検 定 料、入 学 料 及 び授 業 料 
 （ 検 定 料、 入 学 料及 び 授 業 料） 
第 ４ ３ 条   検 定 料 、入学 料 及 び 授業 料 の 額は 、 東 京 藝術 大 学 にお け る 授 業料 そ の 他の 費

用 に 関 す る規 則 （ 以下 「 費 用 規則 」 と いう 。 ) の 定め る とこ ろに よ る 。 
２  【 略 】 
 （ 授 業 料の 納 付 ） 
第 ４ ４ 条   授 業 料 は次の ２ 期 に 分け て 納 入し な け れ ばな ら な い。 た だ し 、納 付 す る者 か

ら 申 出 が あつ た 場 合に は 、 前 期分 徴 収 の際 、 後 期 分も 併 せ て納 入 す る こと が で きる 。 
  前 期  年 額 の ２分 の １ （ 納入 期 限 ５月 3 1 日 まで ） 
  後 期  年 額 の ２分 の １ （ 納入 期 限 11月 3 0 日 まで ） 
 （ 入 学 料の 免 除 及び 徴 収 猶 予） 

第 ４ ５ 条  経 済 的 理由 に よ り 入学 料 の 納付 が 困 難 であ り 、 かつ 、 学 業 優秀 と 認 めら れ
る と き 又 はそ の 他 特別 な 事 情 によ り 入 学料 の 納 付 が著 し く 困難 で あ る と認 め ら れる と
き は 、 入 学す る 者 の願 い 出 に より 入 学 料の 全 部 又 は一 部 を 免除 若 し く は徴 収 猶 予す る
こ と が で きる 。 
２  入 学 料の 免 除 及び 徴 収 猶 予に 関 す る事 項 は 、 別に 定 め る。  

 （ 授 業 料の 免 除 ） 
第 ４ ６ 条   経 済 的 理由そ の 他 特 別な 事 情 によ り 授 業 料の 納 付 が困 難 で あ ると 認 め られ る

と き は 、 その 者 の 願い 出 に よ り授 業 料 の全 部 又 は 一部 を 免 除す る こ と がで き る 。 
２  授 業 料の 免 除 に関 し 必 要 な事 項 は 、別 に 定 め る。 
 （ 授 業 料等 の 還 付）  
第 ４ ７ 条   納 入 済 の検定 料 、 入 学料 及 び 授業 料 は 、 還付 し な い。 た だ し 、授 業 料 につ い

て は 、 入 学を 許 可 する と き に 納付 し た 者が 、 入 学 年度 の 前 年度 末 日 ま でに 入 学 を辞 退
し た 場 合 は、 こ の 限り で な い 。 

２  前 期 分授 業 料 納入 の 際 、 後期 分 授 業料 を 併 せ て納 付 し た者 が 、 そ の年 の ９ 月末 日
ま で に 休 学又 は 退 学し た 場 合 には 、 後 期分 授 業 料 に相 当 す る額 を 還 付 する 。 

 
   第 ５章   賞 罰 
 （ 表 彰 ） 
第 ４ ８ 条   学 ⻑ は 、学生 と し て 表彰 に 価 する 行 為 が あっ た 者 に対 し て は 、こ れ を 表彰 す る

こ と が で きる 。 
 （ 懲 戒 ） 
第 ４ ９ 条   学 生 に 対して 次 の 各 号の 一 に 該当 す る 者 があ る と きは 、 学 ⻑ が、 こ れ を懲 戒

す る も の とす る 。 
（ １ ） 性 行不 良 の 者 
（ ２ ） 学 力劣 等 の 者 
（ ３ ） 正 当の 理 由 なく 出 席 常 でな い 者 
（ ４ ） 本 学大 学 院 の秩 序 を 乱 し、 そ の 他学 生 と し ての 本 分 に著 し く 反 した 者 
２  懲 戒 の種 類 は 、訓 告 、 停 学及 び 退 学と す る 。 
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３  懲 戒 に関 し 必 要な 事 項 は 、別 に 定 める 。 
 
   第 ６章   雑 則 
第 ５ ０ 条   こ の 学 則に定 め る も のの ほ か 、本 学 大 学 院学 生 に 関し 、 必 要 な事 項 は 、本 学

学 則 、 東 京藝 術 大 学学 生 生 活 通則 そ の 他学 部 学 生 に関 す る 諸規 則 を 準 用す る 。 
２  前 項 に規 定 す る準 用 を 行 う場 合 は 、「 学 部 」 とあ る の は「 研 究 科 」と 、 「 学部

⻑ 」 と あ るの は 「 研究 科 ⻑ 」 と読 み 替 える も の と する 。 
 
附  則  【略 】 
 附  則  こ の 学 則は 、 令 和 3年 7 月 15 日か ら 施 行 する 。  
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（２） 東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科規則 
 

制   定  平 成 2 8年４ 月 １ 日 
最 近 改 正  平 成 3 0年３ 月 １ 日 

 
   第 １章  総 則 
 （ 趣 旨 ） 
第 １ 条  この 規 則 は、 東 京 藝 術大 学 大 学院 学 則 （ 以下 「 大 学院 学 則 」 とい う 。 ）第 ４

条 第 ３ 項 の規 定 に 基づ き 、 東 京藝 術 大 学大 学 院 国 際芸 術 創 造研 究 科 （ 以下 「 研 究科 」
と い う 。 ）に お け る必 要 な 事 項に つ い て定 め る も のと す る 。 

  （ 目 的） 
第 １ 条 の ２ 研 究 科は 、 芸 術 と国 際 社 会と の 関 係 性や 国 内 外の 情 勢 変 化等 を 踏 まえ 、

世 界 的 に も評 価 の 高い 我 が 国 の芸 術 文 化価 値 や 既 に固 有 の 存在 と し て 確立 さ れ てい る
芸 術 諸 分 野の 学 術 基盤 を 最 大 限に 活 か しつ つ 、 専 門領 域 に よっ て 分 化 して い る 芸術 文
化 の 様 々 な実 践 を 横断 的 か つ 有機 的 に 結び つ け な がら 、 新 たな 芸 術 価 値を 創 造 し、 国
際 的 に 展 開で き る 先導 的 な 実 践型 人 材 育成 や 、 芸 術文 化 力 を活 か し た 新た な イ ノベ ー
シ ョ ン 創 出・ 社 会 革新 等 を も たら す こ との で き る 人材 の 育 成を 目 的 と して い る 。 

  （ 課 程） 
第 ２ 条  研究 科 に おけ る 課 程 は、 博 士 課程 と す る 。 
２  前 項 の博 士 課 程は 、 前 期 ２年 の 課 程及 び 後 期 ３年 の 課 程に 区 分 し 、前 期 ２ 年 の

課 程 は 、 これ を 修 士課 程 と し て取 り 扱 うも の と す る。 
３  前 項 の前 期 ２ 年の 課 程 は 「修 士 課 程」 と い い 、後 期 ３ 年の 課 程 は 「博 士 後 期課

程 」 と い う 
  （ 専 攻） 
第 ３ 条  博士 課 程 の専 攻 は 、 アー ト プ ロデ ュ ー ス 専攻 と す る。  
  （ 指 導教 員 ） 
第 ４ 条  研究 科 教 授会 は 、 学 生の 所 属 する 専 攻 に 応じ て 研 究指 導 教 員 を定 め る もの と

す る 。 
  （ 成 績評 価 基 準等 ） 
第 ５ 条  成績 評 価 基準 は 別 表 のと お り とし 、 各 授 業に お け る授 業 の 方 法及 び 計 画並 び

に 成 績 評 価の 方 法 に関 し て は 、授 業 計 画書 等 に よ り学 年 の 始め に 公 表 する 。 
  （ 単 位の 認 定 方法 等 ） 
第 ６ 条  単位 の 認 定は 、 前 条 に規 定 す る成 績 評 価 基準 に 基 づき 、 試 験 の成 績 等 によ

り 、 授 業 担当 教 員 が行 う 。 
２  成 績 の評 価 は 、秀 ・ 優 ・ 良・ 可 及 び不 可 の 評 語を も っ て表 し 、 可 以上 を 合 格と

し 、 不 可 は不 合 格 とす る 。 
第 ７ 条  研究 科 の 専攻 に お け る授 業 科 目及 び 単 位 数は 、 研 究科 （ 修 士 課程 ） 履 修 内

規 （ 以 下 「修 士 履 修内 規 」 と いう 。 ） 及び 研 究 科 （博 士 後 期課 程 ） 履 修内 規 （ 以下
「 博 士 後 期履 修 内 規」 と い う 。） に 定 める と お り とす る 。 
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   第 ２章  修 士課 程 
  （ 履 修方 法 ） 
第 ８ 条  修士 課 程 の学 生 （ 以 下本 章 中 「学 生 」 と いう 。 ） は、 修 士 履 修内 規 に 定め る

当 該 専 攻 の授 業 科 目の う ち か ら必 修 科 目及 び 選 択 科目 を 合 わせ て 、 ３ ０単 位 以 上を 修
得 し 、 か つ、 研 究 指導 を 受 け なけ れ ば なら な い 。 

２  前 項 の選 択 科 目の 履 修 に 当た っ て は、 指 導 教 員の 指 導 を受 け て 、 他研 究 科 にお い
て 開 設 す る授 業 科 目を 履 修 す るこ と が でき る 。 こ の場 合 に おい て 、 修 士課 程 に おい て
修 得 す べ き単 位 と して 認 め ら れる 限 度 は、 ８ 単 位 以内 と す る。   

 （ 履 修 届及 び 研 究計 画 の 届 出） 
第 ９ 条  学生 は 、 学年 の 始 め に、 指 導 教員 の 指 導 を受 け て 、履 修 届 及 び研 究 計 画を 所

定 の 期 日 まで に 届 け出 な け れ ばな ら な い。  
  （ 授 業科 目 の 試験 ） 
第 １ ０ 条  履 修 し た授 業 科 目 の試 験 は 、筆 記 試 験 若し く は 口頭 試 験 又 は研 究 報 告に よ

っ て 行 う もの と す る。 た だ し 、研 究 科 教授 会 の 承 認を 得 た 授業 科 目 に つい て は 、平 常
の 成 績 又 は当 該 授 業科 目 の 担 当教 員 の 合格 報 告 を もっ て こ れに 代 え る こと が で きる 。 

２  前 項 に規 定 す る試 験 に 合 格し た 授 業科 目 に つ いて は 、 所定 の 単 位 を授 与 す る。  
  （ 修 士論 文 等 の提 出 ） 
第 １ １ 条  修 士 論 文及 び 特 定 課題 研 究 報告 書 （ 以 下「 修 士 論文 等 」 と いう 。 ） は、 修

士 課 程 に １年 以 上 在学 し 、 ２ 年次 修 了 時ま で に 3 0単 位 以 上の修 得 見 込 みの 者 で なけ
れ ば 提 出 する こ と がで き な い 。た だ し 、極 め て 優 れた 研 究 業績 を 上 げ たと 研 究 科教
授 会 が 認 めた 者 の 在学 要 件 に 関し て は 、大 学 院 学 則第 1 8 条ただ し 書 に 規定 す る 期間
の 在 学 見 込み が あ れば 足 り る もの と す る。  

２  修 士 論文 等 並 びに そ の 題 目及 び 要 旨は 、 研 究 科⻑ が 指 定す る 期 日 まで に 提 出し な
け れ ば な らな い 。 この 場 合 に おい て 、 修士 論 文 等 の題 目 に つい て は 、 あら か じ め、
研 究 指 導 教員 の 承 認を 得 な け れば な ら ない 。 

  （ 修 士論 文 等 の審 査 及 び 試験 ） 
第 １ ２ 条  修 士 論 文等 の 審 査 及び 試 験 は、 東 京 藝 術大 学 学 位規 則 の 定 める と こ ろに よ

り 、 研 究 科教 授 会 が行 う 。 
２  特 別 の事 情 に より 修 士 論 文等 の 審 査及 び 試 験 を受 け る こと が で き なか っ た 者は 、

そ の 理 由 を付 し て 修士 論 文 等 の追 審 査 及び 追 試 験 を願 い 出 るこ と が で きる 。 
３  研 究 科⻑ は 、 前項 の 願 い 出の あ っ た者 に つ い て、 研 究 科教 授 会 の 議を 経 て 、修 士

論 文 等 の 追審 査 及 び追 試 験 を 行う こ と がで き る 。 
 
第 ３ 章  博士 後 期 課程  
（ 履 修 方 法） 
第 １ ３ 条  博 士 後 期課 程 の 学 生（ 以 下 本章 中 「 学 生」 と い う。 ） は 、 博士 後 期 履修 内

規 に 定 め る授 業 科 目の う ち か ら1 0 単 位以上 を 修 得 しな け れ ばな ら な い 。 
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２  学 生 は、 所 属 する 研 究 領 域に お い て、 指 導 教 員及 び そ の他 の 教 員 の研 究 指 導を 受
け な け れ ばな ら な い。 こ の 場 合に お け る研 究 指 導 につ い て は、 単 位 を 与え な い もの
と す る 。 

（ 履 修 届 及び 研 究 計画 の 届 出 ） 
第 １ ４ 条  学 生 は 、学 年 の 始 めに 指 導 教員 の 指 導 を受 け て 、履 修 届 及 び研 究 計 画を 所

定 の 期 日 まで に 届 け出 な け れ ばな ら な い。  
（ 授 業 科 目の 試 験 ） 
第 １ ５ 条  履 修 し た授 業 科 目 の試 験 は 、筆 記 試 験 若し く は 口頭 試 験 又 は研 究 報 告に よ

っ て 行 う もの と す る。 た だ し 、研 究 科 教授 会 の 承 認を 得 た 授業 科 目 に つい 
て は 、 平 常の 成 績 又は 当 該 授 業科 目 の 担当 教 員 の 合格 報 告 をも っ て こ れに 代 え るこ と

が で き る 。 
２  前 項 に規 定 す る試 験 に 合 格し た 授 業科 目 に つ いて は 、 所定 の 単 位 を授 与 す る。  
 （ 博 士 論文 等 の 提出 ） 
第 １ ６ 条  博 士 論 文及 び 実 践 活動 成 果 報告 書 （ 以 下「 博 士 論文 等 」 と いう 。 ） は、 博

士 後 期 課 程に ２ 年 以上 在 学 し 、当 該 課 程修 了 時 ま でに 1 0 単位以 上 の 修 得見 込 み の者
で な け れ ば提 出 す るこ と が で きな い 。 ただ し 、 極 めて 優 れ た研 究 業 績 を上 げ た と研
究 科 教 授 会が 認 め た者 の 在 学 要件 に 関 して は 、 大 学院 学 則 第19 条 各 項 ただ し 書 に規
定 す る 期 間の 在 学 見込 み が あ れば 足 り るも の と す る。 

２  博 士 論文 等 並 びに そ の 題 目、 目 録 及び 要 旨 は 、研 究 指 導教 員 の 承 認を 得 た 上、 研
究 科 ⻑ が 指定 す る 期日 ま で に 提出 し な けれ ば な ら ない 。 

（ 博 士 論 文等 の 審 査及 び 試 験 ） 
第 １ ７ 条  博 士 論 文等 の 審 査 及び 試 験 は、 東 京 藝 術大 学 学 位規 則 の 定 める と こ ろに よ

り 、 研 究 科教 授 会 が行 う 。 
２  特 別 の事 情 に より 博 士 論 文等 の 審 査及 び 試 験 を受 け る こと が で き なか っ た 者は 、

そ の 理 由 を付 し て 博士 論 文 等 の追 審 査 及び 追 試 験 を願 い 出 るこ と が で きる 。 
３  研 究 科⻑ は 、 前項 の 願 い 出の あ っ た者 に つ い て、 研 究 科教 授 会 の 審議 を 経 て、 博

士 論 文 等 の追 審 査 及び 追 試 験 を行 う こ とが で き る 。 
 
   第 ４章  雑 則 
 （ 雑 則 ） 
第 １ ８ 条  こ の 規 則に 定 め る もの の ほ か、 研 究 科 に関 し 必 要な 事 項 は 、研 究 科 教授 会

の 定 め る とこ ろ に よる 。 
 
 別 表 （ 第５ 条 関 係）  

評   価   基   準  
秀  1 0 0 〜 95 Ａ ｓ ５  
優  9 4 〜 8 0 Ａ  ４  
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良  7 9 〜 6 0 Ｂ  ３  
可  5 9 〜 5 0 Ｃ  ２  

不  可 4 9 以 下 Ｄ  １  
 
   附  則 
  こ の 規 則は 、 平 成30 年 ４ 月 １日 か ら 施行す る 。 
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（３） 東京藝術大学学位規則（抄）  
 

制      定  昭 和 5 2 年 ４ 月 2 8 日 
最 近 改 正   平 成 3 1 年 3 月 2 8 日 

   第 １章  総 則 
 （ 趣 旨 ） 
第 １ 条  この 規 則 は、 学 位 規 則（ 昭 和 28年 文 部 省 令第 ９ 号 ）第 1 3 条 、東 京 藝 術大学 学

則 （ 以 下 「学 則 」 とい う 。 ） 第9 1 条 第３項 及 び 東 京藝 術 大 学大 学 院 学 則第 2 3 条第３
項 の 規 定 に基 づ き 、本 学 に お いて 授 与 する 学 位 に 関し 、 必 要な 事 項 を 定め る も のと
す る 。 

 
   第 ２章  学 位及 び 専 攻 分野 の 名 称、 授 与 条 件 
 （ 学 位 及び 専 攻 分野 の 名 称 ） 
第 ２ 条  本学 に お いて 授 与 す る学 位 は 、学 士 、 修 士及 び 博 士と す る 。 
（ １ ） 【 略】 
（ ２ ） 修 士の 学 位 は次 の と お りと す る 。 

研 究 科 専 攻 
学 位 （ 専 攻分 野 ） 

和 文 英 文 
国 際 芸 術 創 造 研 究 科  ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  修 士 （ 学 術 ）  M a s t e r  o f  P h i l o s o p h y  

（ ３ ）  博士 の 学 位は 次 の と おり と す る。  

研 究 科 専 攻 
学 位 （ 専 攻分 野 ） 

和 文 英 文 
国 際 芸 術 創 造 研 究 科  ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  博 士 （ 学 術 ）  D o c t o r  o f  P h i l o s o p h y  

 
 （ 学 位 の授 与 要 件）  
第 ３ 条  【略 】 
２  修 士 の学 位 は 、本 学 大 学 院の 修 士 課程 を 修 了 した 者 に 授与 す る も のと す る 。 
３ 〜 ４  【略 】 
 
第 ３ 章  学位 論 文 等審 査 
    第１ 節  修士 及 び 博 士課 程 学 生の 学 位 論 文等 審 査 
 （ 修 士 課程 学 生 の修 士 論 文 等審 査 の 願出 ） 
第 ４ 条  本学 大 学 院修 士 課 程 の学 生 が 修士 論 文 （ 専攻 に よ り研 究 作 品 、研 究 演 奏又 は

特 定 課 題 研究 報 告 書を 加 え 、 又は 修 士 論文 に 代 え て研 究 作 品、 研 究 演 奏若 し く は特
定 課 題 研 究報 告 書 とす る 。 以 下「 修 士 論文 等 」 と いう 。 )の 審査 を 願 い 出よ う と する
と き は 、 修士 論 文 等に 修 士 論 文等 目 録 、修 士 論 文 等要 旨 及 び履 歴 書 を 添え て 、 研究
科 ⻑ に 提 出し な け れば な ら な い。 

第 ５ 条  【略 】 
 （ 学 位 論文 等 審 査）  
第 ６ 条  研究 科 ⻑ は、 修 士 論 文等 又 は 博士 論 文 等 （以 下 「 学位 論 文 等 」と い う 。)の 提

出 が あ っ た場 合 は 、研 究 科 委 員会 （ 映 像研 究 科 及 び国 際 芸 術創 造 研 究 科に つ い て
は 、 教 授 会と す る 。以 下 同 じ 。) に その 審査 を 依 頼 する 。 

２  研 究 科委 員 会 は、 前 項 の 依頼 に 基 づき 、 学 位 論文 等 の 審査 を 行 う もの と す る。  
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３  研 究 科委 員 会 は、 学 位 論 文等 を 審 査す る た め 、学 位 論 文等 ご と に 、学 位 論 文等 審
査 委 員 会 （以 下 「 審査 委 員 会 」と い う 。)を 設 け る 。 

 （ 審 査 委員 会 ） 
第 ７ 条  審査 委 員 会は 、 提 出 され た 学 位論 文 等 の 内容 に 応 じた 研 究 分 野担 当 の 教授 及

び 准 教 授 並び に 関 連分 野 担 当 の教 授 及 び准 教 授 の うち か ら 、研 究 科 委 員会 に お いて
選 出 さ れ た３ 人 以 上の 審 査 委 員を も っ て組 織 す る 。た だ し 、審 査 委 員 のう ち １ 人以
上 は 教 授 とす る 。 

２  研 究 科委 員 会 は、 学 位 論 文等 審 査 のた め 必 要 があ る と 認め る と き は、 前 項 に規 定
す る 審 査 委員 会 に 、当 該 研 究 分野 担 当 又は 関 連 分 野担 当 の 講師 又 は 客 員教 授 を 加え
る こ と が でき る 。 

３  学 位 の授 与 に 係る 学 位 論 文等 の 審 査に 当 た っ ては 、 他 の大 学 院 又 は研 究 所 等の 教
員 等 の 協 力を 得 る こと が で き る。 

４  審 査 委員 会 は 、学 位 論 文 等の 審 査 のほ か 試 験 を行 う も のと し 、 そ の審 査 及 び試 験
の 結 果 を 、文 書 を もっ て 研 究 科委 員 会 に報 告 し な けれ ば な らな い 。 

 （ 試 験 の方 法 ） 
第 ８ 条  試験 は 、 学位 論 文 等 審査 の 終 了後 に 行 う もの と す る。  
２  試 験 は、 学 位 論文 等 を 中 心と し て 、そ の 関 連 する 分 野 につ い て 、 口述 又 は 筆記 に よ り

行 う も の とす る 。 
 （ 課 程 修了 の 審 査）  
第 ９ 条  研究 科 委 員会 は 、 本 学大 学 院 学生 の 修 得 単位 並 び に学 位 論 文 等の 審 査 及び 試

験 の 結 果 に基 づ き 、そ の 者 の 課程 修 了 の認 定 に つ いて 審 議 の上 、 合 格 又は 不 合 格を
票 決 す る 。 

２  前 項 に規 定 す る合 格 の 票 決を 行 う 場合 に は 、 研究 科 委 員会 構 成 員 （出 張 中 の者 及
び 休 職 中 の者 を 除 く。 ) の ３ 分の ２ 以上 が出 席 し 、 かつ 、 出 席者 の ４ 分 の３ 以 上 が賛
成 し な け れば な ら ない 。 

 （ 審 議 の報 告 ） 
第 １ ０ 条  研 究 科 ⻑は 、 研 究 科委 員 会 にお い て 前 条第 １ 項 の規 定 に よ り票 決 を した と

き は 、 そ の結 果 を 学⻑ に 報 告 しな け れ ばな ら な い 。 
第 １ １ 条 〜第 １ ４ 条 【 略 】 
 
   第 ４章  学 位の 授 与 等 
 （ 学 位 の授 与 ） 
第 １ ５ 条  学 ⻑ は 、学 則 第 9 1条 の 規 定に基 づ き 卒 業を 認 定 され た 者 並 びに 第 1 0条及 び

前 条 第 ３ 項の 報 告 に基 づ き 、 課程 修 了 又は 授 与 資 格の 認 定 をさ れ た 者 に対 し 、 それ
ぞ れ 学 位 を授 与 す る。  

２  学 ⻑ は、 学 位 を授 与 す る こと が で きな い 者 に 対し て は 、そ の 旨 を 通知 す る 。 
 （ 学 位 名称 の 使 用）  
第 １ ６ 条  学 位 を 授与 さ れ た 者が そ の 学位 の 名 称 を用 い る とき は 、 「 東京 藝 術 大学 」

を 付 記 し なけ れ ば なら な い 。 
 （ 学 位 の取 消 し ） 
第 １ ７ 条  学 ⻑ は 、学 位 を 授 与さ れ た 者が 次 の 各 号の 一 に 該当 す る と きは 、 教 授会 又

は 研 究 科 委員 会 並 びに 教 育 研 究評 議 会 の意 見 を 参 考と し て 、既 に 授 与 した 学 位 を取
消 し 、 学 位記 を 返 付さ せ 、 か つ、 そ の 旨を 公 表 す るも の と する 。 

（ １ ） 不 正の 方 法 によ り 学 位 の授 与 を 受け た 事 実 が判 明 し たと き 。 
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（ ２ ） 学 位を 授 与 され た 者 が その 名 誉 を汚 辱 す る 行為 を 行 った と き 。 
２  前 項 に規 定 す る票 決 を 行 う場 合 に は、 第 ９ 条 第２ 項 の 規定 を 準 用 する 。 
第 １ ８ 条 〜第 ２ ２ 条 【 略 】 
 
附  則  【略 】 

  



 

  



 

 


